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1202‐ 10 亜鉛欠乏による腸管炎症増悪にマクロファージの形質分化制御が関与する

○東村 泰希 1)力、内藤 裕二 の、高木 智久 の、水島 かつら力、吉りll 敏-1)
1)京
都府立医科大学・院・医学研究科 。生体食品、

の京都府立医科大学・院 。医学研究科・消化器内科学

7月 4日 (土) 12:10～ 13:10 第 2会場 (1階 D1011

評議委員会

7月 4日 (土)14:30～ 16:30

シンポジウム 3

『亜鉛をめぐる臨床的諸問題』

第 2会場 (1階 D101)

座長 荒川 秦荘 享三省方
=責
全仁:三七合研究所 )

宮田 肇 五元会三二≒:合言≡霞蓄

12S3-1 高齢者の亜鉛欠乏症

官田 學
誠光会草津総合病院顧問

12S3-2 栄養管理と亜鉛

増本 幸二

筑波大学医学医療系小児外科学

12S3-3 褥清の発症・予防と亜鉛

倉澤 隆平
東御市立みまき温泉診療所顧問

12S3-4 各種慢性肝疾患 |二お |す る主な微量元素 (亜鉛 。鉄 。ま「  言二F二 」モ 三=1■ if「

福沢嘉孝

愛知医科大学病院 先制・統合医療包括センター教景■t´ 「一=:■

12S3-5 膵機能低下と亜鉛代謝について:実験的並びに臨床的研究

伊佐地 秀司
二重大学肝胆膵・移植外科教授

12S3‐6 細胞性免疫と亜鉛
荒川 泰昭
厚生省労働安全衛生総合研究所
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